予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産費　項：農業費　目：農山村振興費
	事業名: 農山漁村活性化対策支援交付金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　農政部 農村振興課 　農村支援係　電話番号：058-272-1111（内3175）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11427@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,936千円（前年度予算額：41,520千円）

	要求内容


	１　要求の内容


（１）農林業の振興を図るため、乗用管理機（白川町）及び異物除去機の設置（白川町）を行う。
	２　所要経費


（１）交付金事業（11,546千円）

・高生産性農業用機械施設[乗用管理機]： 4,000千円 
・農林水産物処理加工施設[異物除去機]： 7,500千円

・市町村事務費：46千円

 （２）県指導費（390千円）

　　　　・指導事務費：44千円
　　　　・人件費：346千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	41,520
	40,840
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	680

	要求額
	11,936
	11,741
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	195

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
低コスト農業の実現を図るために摘採機械等の導入及び維持管理の低減及び品質の向上を図るために防霜施設を導入などの施設整備を行うことで、「地域産物の販売量の増加」を目標に掲げ、地域活性化に向けて着実な施設運営を進めていく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	地域産物販売量 (kg)

（茶販売）(白川町指標)
	（H20）

630,554
	（H21）

613,017
	（H22）

595,003
	（H23）

537,919
	（H25）

643,491
	％

83.6

	
	
	
	
	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

(1)生産基盤の整備

　白川町の基幹作物である「白川茶」の安定供給のために、機械化を行うための茶園整備及び品質向上のための防霜施設整備を実施。

(茶園整備A=2.2ha、防霜施設 10団地(151台))




（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

茶園整備により、不整形で小さな区画のため機械導入ができなかったが、平成24年度の取り組みにより、機械を導入することができる区画となったとともに、防霜施設整備により霜害の防止をすることができた。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	農用地を適切に維持管理することは、安全・安心な食料の安定供給及び災害に強い農村整備に大きな役割を果たすとともに、効率的な農業経営を行うための施設整備を行うことで、農業の活性化及び活力ある農村を実現していることから、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	防霜施設を設置していない茶園における霜害の発生や基盤整備に伴う一時的な収穫面積の減少により、平成20年度の生茶葉販売量630,554kgに比べ、平成23年度は537,919kgと減少しているが、約84%と概ね期待どおりの効果を得ている。防霜施設の整備や基盤整備により乗用型の摘採機に対応できるほ場が拡大していることから、今後は、期待どおりの効果が得られると考えられる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　効率的な農業経営の実現及び農村地域の活性化を目指し、茶園整備、摘採機等の導入等地域の実情に応じた事業を計画的に進めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　基幹産業である農林業者の高齢化が進行しているため、農業の担い手の育成が必要である。併せて、茶加工作業の省力化を行うための施設整備が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか。

　「安全・安心・健康」志向が高まっており、より安全で安心して食べられる健康によい農産物の供給が望まれている。本事業において、県内において農産物を安定的に生産することができるよう基盤整備及び施設整備の取り組みを推進していく。


